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［研究開発の目的及び経過］ 

浄化槽については、建築研究所が開発した「浄化槽の

性能評価方法」に基づき、過去 20 年に渡って実施され

ており、試験用の浄化槽を用いたプラント試験の結果に

より、国土交通大臣の認定が行われているところである。 
しかし、この評価方法では人間のし尿が含まれた実汚

水を要求しているが、浄化槽に流入する汚水は、①雨水

や不明水の流入による希釈、②管路内での酸化による有

機物濃度の低下等の影響により、下水道に流入する汚水

と比較して、低濃度となる場合が多い。「浄化槽の性能

評価方法」では、試験に用いることを想定することから、

実汚水に許容する濃度範囲を厳しく設定していることか

ら、試験場の選定・調達が非常に困難となっている。 
現実的な対応策として、「実汚水に対する調整可能範

囲を拡大すること」が求められるため、建築研究所にお

いても、有機物濃度が規定値の±30％の範囲にある場合、

調整剤によって濃度調整を行う方法について検討を行い、

実用化してきた。 この濃度調整方法を活用するとして

も、調製前の原水 BOD に許容される BOD 濃度は、

140mg/L 程度であり、しかもこの濃度調整方法では、単

一の調整剤で濃度を調整した場合、調整剤に特化した微

生物相が形成され、浄化槽の性能評価に使用することが

困難であることも把握されている。 
この問題を解消するためには、究極的には「実汚水に

依存しない浄化槽の性能評価方法の構築」が求められる

が、本研究では、「実汚水に対する調整可能範囲を十分

に拡大すること」を中間目標とし、「実汚水に依存しな

い浄化槽の性能評価方法の構築」について検討すること

とした。 

本研究では、建築基準法に基づく「浄化槽の性能評価

方法」を改善し、「試験場の選定方法」、「試験用汚水

の調整方法」に関する問題を解決することを目的として、

検討する（図１）。 

 
 
［研究開発の内容］ 
（１）浄化槽における負荷設定方法に関する検討 
 １）現況の把握・分析 

 文献調査を実施し、浄化槽に流入している汚水に

含まれる負荷（BOD、T-N、T-P 等）の実態を把握

した。  
２）BOD、T-N、T-P 等に関する負荷設定方法に関す

る検討 
 試験用汚水の負荷（BOD、T-N、T-P 等）の設定

への使用を想定し、濃度調整の方法等を明確化した。 
（２）実汚水の調整可能範囲拡大に関する検討 
 １）原水の調整可能範囲と各種調整剤に関する検討 

 浄化槽に流入している汚水に含まれる負荷（BOD、

図１ 研究開発の概要 
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T-N、T-P 等）の実態を踏まえ、各種調整剤による

合理的な汚水濃度設定方法について検討するため、

調整後の汚水を対象として、汚水の酸素消費速度の

比較、実験槽を用いた検証実験を実施した。 
 ２）膜分離技術を用いた原水の濃縮に関する検討 
①膜分離技術（MF 膜等）を用いて原水を濃縮して

得た濃縮原水における負荷の状況（BOD、T-N、T-
P 等）を把握するため、濃縮の程度毎に、汚水の経

時的酸素消費速度、試験槽を用いた実験による検証

を実施した。 
②膜分離技術を用いて作成した濃縮原水を上記１）

で得た各種調整剤によって濃度調整し、試験用に用

いるためのパラメータを設定した。  
（３）実汚水に依存しない性能評価方法に関する検討 
 １）鶏糞、豚糞等を用いた試験用汚水の作成に関する

検討 
 鶏糞、豚糞等を用いた試験用汚水について検討

するため、鶏糞、豚糞等を希釈した希釈汚水を作

成し、水質（BOD,COD,T-N,T-P 等）を測定する

ことを目指して検討を行った。 
 ２）実汚水に依存しない性能評価方法に関する検討 

  人糞が含まれる汚水の経時的酸素消費速度を測定

すること、鶏糞、豚糞等が含まれる希釈汚水＋調整

剤により人糞に近い経時的酸素消費速度を有する調

整済み汚水を調整することを目指し検討を実施した。 
  更に、調整済み汚水を使用した場合の処理状況、

生成物の状況等を想定した検討を実施した。 
［研究開発の結果］ 
（１）浄化槽における負荷設定方法に関する検討 

 浄化槽に流入する負荷の現況を把握し、試験で実

際に用いられている BOD、T-N、T-P の濃度調整方

法を把握することができた。 
（２）実汚水の調整可能範囲拡大に関する検討 

 汚水の酸素消費速度の比較、実験槽を用いた実験

による検証実験を実施し、試験で実際に用いられて

いる BOD、T-N、T-P の濃度調整方法による調製限

界を把握するとともに、精密膜を用いた原水の濃縮

方法について検討を行った。 
 精密膜を用いた原水濃縮実験では、調整前 
100mg/L 程度の BOD 濃度を調整後、最大で約 5 倍
程度まで上昇させ、処理状況を観察した。 
 その結果、処理水水質は要求される BOD 濃度 
20mg/L 以下、 BOD 除去率 90 ％以上を満足し、濃

縮した汚水の生分解性についても、濃縮による特異

な変化は認められなかった。 

 上記の結果から、精密膜を用いた汚水の濃縮方法

を、 新たな調整方法として精密膜を用いた汚水の濃

縮方法を提案した（図２）。 なお、精密膜を使用

する際の条件（濃度、フラックス、温度、濃縮の比

率等）については、試験を実際に実施するに先立ち、

よく状況を把握する必要がある。 
 

図２ 精密膜を用いた原水濃縮実験の概要 
 
３）実汚水に依存しない性能評価方法に関する検討 

 人糞を代替するものとして、鶏糞、豚糞等を希釈

した希釈汚水を作成し、水質（BOD,COD,T-N,T-P
等）を測定することを目指して検討を行い、試験用

汚水の作成に必要な事項を取りまとめた。 また、

人糞が含まれる汚水の経時的酸素消費速度を測定す

ることを目指して検討を行い、性能評価に必要とな

る事項を取りまとめたほか、鶏糞、豚糞等が含まれ

る希釈汚水＋調整剤により、人糞に近い経時的酸素

消費速度を有する調整済み汚水を作成することを目

指して検討を行い、希釈汚水＋調整剤による性能評

価に必要となる事項を取りまとめた。 
 さらに、調整済み汚水を試験用に用いるための検

討の結果、処理状況を評価するために必要となる事

項を取りまとめることができた。 
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